
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薩摩川内市教育委員会 

薩摩川内市立手打小学校 



 

 

学校における原子力防災マニュアル 目次 
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Ⅰ 原子力災害に備えて 

 

 １ 学校等における原子力防災体制の整備 

校長・園長（以下「校長等」）は、地域の実情等を踏まえて、原子力災害に備え、「学校原子力防災委 

  員会」を設置するとともに、年間を通して行われる安全指導計画の中に原子力災害安全指導計画を位置づ 

けるなど、原子力災害が発生した時に、園児、児童、生徒（以下「児童等」）及び教職員の安全が確保で 

きるように、原子力防災体制を整備します。 

 

 

 

「学校原子力防災委員会」の開催 
 

 

                   《原子力防災体制の整備について》 

                     ■ 学校原子力防災計画や原子力災害安全指導計画等の作成 

                     ■ 「学校原子力災害対策本部」の設置 

                           

 

 

 

 ２ 原子力災害が発生した場合の備え 

  (1) 本市の「原子力災害対策」を重点的に実施すべき区域 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 本校は、川内原子力発電所から５０ｋｍの位置にあり、 

ＵＰＺ（緊急時防護措置を準備する区域）圏外となります。 

 

 

＜語句について＞ 

ＰＡＺ（Precautionary Action Zone） 

<予防的防護措置を準備する区域> 
 ＰＡＺとは、急速に進展する事故に
おいても放射線被ばくによる確定的影
響等を回避するため、ＥＡＬに応じて
即時避難を実施する等、放射性物質の
環境への放出前の段階から予防的に防
護措置を準備する区域であり、原子力
発電所を中心としておおむね半径５ｋ
ｍの範囲内とする。 
 なお、本市では、寄田・滄浪・峰山・
水引地区全てをいう。 
 
ＵＰＺ(Urgent Protective Planning Action Zone） 

<緊急時防護措置を準備する区域> 
ＵＰＺとは、確率的影響のリスクを

最小限に抑えるため、緊急事態分類レ
ベル及び環境において計測可能な値で
評価する防護措置基準に基づき、緊急
時防護措置を準備する区域であり、原
子力発電所を中心としておおむね半径
５～３０ｋｍの範囲内とする。 
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「学校原子力災害対策本部」 

  

（参考）薩摩川内市立幼稚園、小学校、中学校の立地状況 

     

■ ＰＡＺ圏内に位置する園・学校（２小学校 ２中学校）            

 水引中学校  水引小学校  高江中学校  峰山小学校 

                 

■ ＵＰＺ圏内に位置する園・学校（９幼稚園 ２９小学校 ９中学校） 

  亀山幼稚園    湯田小学校    陽成小学校    高城中央幼稚園  高来小学校   

亀山小学校    川内北中学校   可愛小学校    平成中学校    川内小学校     

城上小学校    城上幼稚園    育英小学校    平佐西小学校   隈之城小学校 

八幡小学校    八幡幼稚園    川内中央中学校  川内南中学校   吉川小学校   

東郷小学校    東郷幼稚園    東郷中学校    永利小学校    鳥丸小学校 

山田小学校    藤川小学校    平佐東小学校   樋脇小学校    ひわき幼稚園  

南瀬小学校    樋脇中学校    市比野小学校   副田小学校    入来小学校 

いりき幼稚園   入来中学校    大馬越小学校   朝陽小学校    藺牟田小学校 

上手小学校    大軣小学校    祁答院中学校   祁答院幼稚園   里小学校 

里幼稚園     里中学校 

 

  ■ ＵＰＺ圏外に位置する園・学校（４幼稚園 ５小学校 ３中学校） 

    上甑中学校    中津小学校    中津幼稚園    黒木小学校    鹿島小学校 

    かのこ幼稚園鹿島分園  長浜小学校    海星中学校        かのこ幼稚園   手打小学校 

    手打幼稚園    海陽中学校 

                    

 

 

  (2) 学校原子力災害対策本部の設置 

    原子力災害が発生した場合、学校では、校長等を本部長とする「学校原子力災害対策本部組織」を整 

備し、原子力災害時の学校内における連絡体制や避難、屋内退避時における教職員の役割分担を明確に 

し、組織的な対応を取ります。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部長【校長（園長）】

○
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副
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任

副本部長【教頭　副園長】
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(3) 学校原子力災害対策本部の役割 

  

担   

当 
災害に備えての役割 災害時における役割 

担当者 

（例示） 

 

本 

部 

長 

・ 全教職員に対して、災害時の対応につい

ての個々の役割分担を明確化する。 

・ 保護者に対し、原子力災害時における学

校の対応策や避難場所について周知徹底

を図る。 

・ 学校原子力災害対策本部を設置し、市からの指示

に従い、全教職員にあらかじめ定められた災害活動

に直ちに従事することを指示する。 

・ 市立幼稚園、学校においては、市教育委員会へ随

時状況の報告をする。 
 

校 長 

園 長 

 

 

 

副 

本 

部 

長 

・ 全教職員に対して、災害に備えての原子

力防災体制について共通理解を図るとと

もに、周知徹底を図る。 

・ 本部長を補佐し、教職員の災害活動が迅速かつ適

切に行えるよう各担当との連絡調整を行う。 

・ 各担当からの情報を的確に把握し、本部長に報告

する。 

・ 諸関係機関及び報道機関に対する対応の窓口とな

る。 

 

教 頭 

 

 

 

情 

報 

連 

絡 

担 

当 

・ 情報を迅速かつ的確に伝達できる連絡網

を作成する。 

 

・ 児童等の避難状況等についての保護者からの問い

合わせに対応する。 

・ 避難所（屋内退避所も含む。）の見回り等を行い、

避難状況や屋内退避状況を把握し、的確な状況を副

本部長へ報告する。 

・ 避難している児童等に必要な情報を提供する。 

・ すべての情報を副本部長に報告する。 

・ 市災害対策本部からの指示を受け、本部長へ報告

する。 

教務主任 

 

 

 

 

 

 

 

避 

難 

誘 

導 

担 

当 

避  難 

・ 市が手配する車両に児童等が安全に乗車

できるための場所の設定と乗車場所まで

の経路を作成し、その周知徹底を図る。 

・ 保護者が迎えに来た際は、児童等を安全

かつ迅速に引き渡せる場所を決定してお

く。 

 

 

屋内退避 

・ 学校における屋内退避は、担任の指揮の

下、教室で退避させるため、教室に安全か

つ迅速に集合できるための経路を児童等

に周知させる。 

避  難 

・ 児童等を速やかに屋内に退避させ、その後、児童

等に状況の説明をし、指定された避難所に向かうた

め、手配された車両に順序よく乗車させる。 

・ 原則として担任は児童等と行動を共にし、児童等

がパニックを起こさないよう適切な指示をする。 

・ 避難が完了したときは、速やかに副本部長に報告

する。 

屋内退避 

・ 教室内へ安全かつ速やかに退避させ、全ての窓や

カーテンを閉め、換気扇を止め、児童等に状況の説

明をし、次の指示が出るまで 教室内で待機させる。 

・ 退避が完了したときは、速やかに副本部長に報告

する。 

 

担 任  

 

 

救 

護 

・ 

衛 

生 

担 

当 

・ 救急用品の確保及び救護体制を整備す

る。 

・ 避難時や屋内退避時の放射線防護対策を

整理しておく。 

避  難 

・ サーベイメータ等を用いた放射性物質の汚染検査

及び拭き取り等の簡易な除染や健康相談を行う関

係者に協力するとともに、児童等及び教職員に対す

る的確な救護と応急的な措置及び健康観察を行う。 

・ 安定ヨウ素剤の手配及び服用準備。 

・ 服用の指示が出た場合の服用に関すること。 

屋内退避 

・ 緊急的な医療行為の必要が生じた場合は、直ちに

市災害対策本部に連絡をし、その指示を受ける。 

保健主任 

 

物資 

確保 

配給 

担当 

・ 搬入される物資の保管場所をあらかじめ

確認しておく。 

・ 市災害対策本部との連携の下、必要な物資を確保

し、適切に配給する。 

給食係 

 

集合

場所 

支援 

担当 

・ 原子力災害時における避難所運営支援に

ついて市担当職員、自主防災組織等と確認

しておく。 

・ 原子力災害が発生した場合に一次集合場所に指定

されている学校は、市担当職員や自主防災組織等が

行う避難所運営の支援を行う。 

 

生徒指導主

任等 
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 Ⅱ 薩摩川内市立小・中学校における原子力防災＜避難計画＞ 

 

 １ 原子力災害に対する防護措置の対応イメージ 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜語句について＞ 

ＥＡＬ(Emergency Action  Level) 
初期対応段階において、原子力施設の状態に即して緊急事態区分を決定し、屋内退避や避難などの防護措置を確実かつ迅

速に開始するための判断基準。 

● 【緊急事態区分レベル１：警戒事態（Alert）】 

プラントの安全レベルが実際に低下したか、あるいは、本質的にその可能性があるような事象が進行中もしくは発

生し、かつ、少量の放射性物質の放出が予想される場合。 

● 【緊急事態区分レベル２：施設敷地周辺緊急事態（Site Area Emergency）】 

公衆を保護するために必要とされるプラント機能が実際に喪失したか、あるいは、その可能性が高い事象が進行中

もしくは発生し、かつ、施設敷地周辺を除き所定の値を超えるような放射性物質の放出が予想されない場合。 

● 【緊急事態区分レベル３：全面緊急事態（General Emergency）】 

炉心損傷もしくは燃料の溶融が実際に起こったか、あるいは、その可能性が逼迫し、さらに格納容器の健全性が喪

失する可能性がある事象が進行中もしくは発生し、施設敷地周辺より離れた場所で所定の値を超えるような放射性物

質の放出が予想される場合。 

 

OＩＬ（Operation  Intervention  Level：運用上の介入レベル） 
防護措置の実施を判断するため、空間放射線量率や環境試料中の放射性物質の濃度等について設定された基準。 

緊急時モニタリングの結果をOIL の値に照らして、防護措置の実施範囲が定められる。 
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 ２ 原子力災害発生時の連絡体制及び避難計画 

 

                      原子力事業所 → 国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

国 

事故警戒本部設置・対策会議等 

鹿児島県 ・ 薩摩川内市 

県（市）原子力災害対策本部 

学校原子力災害対策本部 

 

園  ・ 学 校 

○ 学校は、独自の判断での行動を取ら

ずに市災害対策本部や市教育委員会か

らの指示に従って行動する。 

○ 状況や場面に応じて、児童等及び教

職員等が、最も安全に避難することが

できる体制を整備する。 

PAZ 圏内学校編へ 

（Ｐ６） 

UPZ 圏内学校編へ 

（Ｐ７） 

UPZ 圏外学校編へ 

（Ｐ８） 

警戒事態発生 

（例 大地震（震度６） 大津波） 

薩摩川内市では、 

◆ 防災行政無線 

◆ ラジオ（FM さつませんだい 等） 

◆ テレビ 

◆ インターネット 

◆ 緊急速報メール（エリアメール） 

◆ 広報車 

など、使用可能なあらゆる手段で、迅速にわ

かりやすく、定期的に繰り返して広報します。 

（原子力防災管理者の通報義務等）

• 第１０条 原子力防災管理者は，原子力事業所の区域
の境界付近において政令で定める基準以上の放射線
量（５μＳｖ／ｈ）が政令で定めるところにより検出された
こと、その他の政令で定める事象の発生について通報
を受け，又は自ら発見した時は・・・主務大臣等へ・・・
通報するものとする。

原子力災害対策特別措置法（平成１１年１２月１７日法律第１５６号）

１ 原子炉（加圧水型軽水炉に限る）の運転中に
蒸気発生器への全ての給水機能が喪失すること

２ 原子炉の運転中に全ての交流電源からの電気
の供給が停止し，かつ，その状態が５分以上継
続すること
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登

校 

・ 

在

校

中 

・

下

校 

○ 登校してきた、屋外にいた、下校途中に引き返してきた児童等

を、速やかに屋内に退避させ、顔や手を洗わせうがいをさせた後、

避難準備をさせる。 

○ 児童等の出欠を確認し、副本部長へ報告する。 

○ 教室等の全ての窓を閉めるとともに、カーテンを閉めたり換気

扇等を止めたりして外気を遮断する対策をとる。 

○ 学校の対応（避難）及び保護者の迎え等について保護者あて連

絡（メール配信等）する。 

○ スクールバス等では、運転手が学校へ連絡し、指示を受けると

ともに、乗車前の児童等は帰宅するよう指示する。 

○ 保護者が迎えに来たら、速やかに引き渡す。（引き渡し①） 

 

  

 

○ 学校で引き渡しのできなかった児童等とともに、市が手配したバス

により、指定された避難先へ避難する。（Ｐ2７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 避難先に迎えに来た保護者へ、児童等を引き渡す。（引き渡し②） 

○ 避難解除指示があるまで、避難先を学校の代替拠点とする。 

   

 

PAZ 圏内学校編 

学校原子力災害対策本部 

正確な情報の入手 

「避難準備」指示を受け、校内体制を整備。 

市教委、防災行政無線、報道機関等から、正確な情報を得る環境を整備。 

緊急屋内退避 

避難準備 

人員確認 

保護者連絡 

保護者引き渡し① 

避難準備の指示 

「避難指示」 「避難指示」を受け、校内体制を整備する。 

 

 

 

＜避難場所＞  

○○○○○○○○○○○○ 

＜避難先住所＞ 

○○○○○○○○○○○○ 

＜避難先電話番号＞ 

○○○○○○○○○○○○ 

＜避難先までのルート＞ 

① ○○○○○○○○○○○○ 

② ○○○○○○○○○○○○ 

避難先での対応 

保護者引き渡し② 



- 7 - 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登

校 

・ 

在

校

中 

・

下

校 

○ 登校してきた、屋外にいた、下校途中に引き返してきた児童等

を、速やかに屋内に退避させ、顔や手を洗わせうがいをさせた後、

避難準備をさせる。 

○ 児童等の出欠を確認し、副本部長へ報告する。 

○ 教室等の全ての窓を閉めるとともに、カーテンを閉めたり換気

扇等を止めたりして外気を遮断する対策をとる。 

○ 学校の対応（避難）及び保護者の迎え等について保護者あて連

絡（メール配信等）する。 

○ スクールバス等では、運転手が学校へ連絡し、指示を受けると

ともに、乗車前の児童等は帰宅するよう指示する。 

○ 保護者が迎えに来たら、速やかに引き渡す。（引き渡し①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 避難先に迎えに来た保護者へ、児童等を引き渡す。（引き渡し②） 

○ 避難解除の指示があるまで、避難先を学校の代替拠点とする。 

   

 

UPZ 圏内学校編 

学校原子力災害対策本部 

正確な情報の入手 

屋内退避に備えた校内体制を整備。 

市教委、防災行政無線、報道機関等から、正確な情報を得る環境を整備。 

緊急屋内退避 

人員確認 

保護者連絡 

保護者引き渡し① 

屋内退避の準備 

 

 

 

＜避難場所＞  

○○○○○○○○○○○○ 

＜避難先住所＞ 

○○○○○○○○○○○○ 

＜避難先電話番号＞ 

○○○○○○○○○○○○ 

＜避難先までのルート＞ 

① ○○○○○○○○○○○○ 

② ○○○○○○○○○○○○ 

避難先での対応 

保護者引き渡し② 

※ UPZ 圏内の学校では、全児童等を保護者に引き渡すことができる

時間的余裕がある程度確保できると考えられるが、事態が進展し、全

員を引き渡す前に「避難指示」が出た場合は、学校所在地の自治会避

難先へ住民とともに市が手配したバスで避難する。（Ｐ2７参照） 



- 8 - 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPZ 圏外学校編 

学校原子力災害対策本部 

正確な情報得る 市教委、防災行政無線、報道機関等から、正確な情報を得る体制を整備。 

在校者の人員把握 児童等及び教職員の在校状況を把握する。 

市教育委員会等から

の指示 

その後の対応について指示を受け、対策を講じる。 
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 ３ 場面に応じた災害への対応 

 

場  面 災 害 対 応 策 

 

 

 

 

 

学校外活動中 

 

 

 

○ 防災行政無線や、広報車などの放送による市災害対策本部からの指示に従

う。 

○ 屋外活動中の児童等を近くの建物に退避させ、顔や手を洗わせうがいをさ

せた後、避難の準備をさせる。なお、学校と随時連絡を取り合う。 

○ 大会等では、施設の管理責任者や大会本部の指示に従う。 

○ 市災害対策本部からの指示に従って、原子力防災対策を重点的に実施すべ

き区域から速やかに離れ、最寄りの避難所等へ移動し、所在を報告する。 

  バス等を利用して参加している場合は、そのバスを利用する。 

○ 学校の対応（避難）及び保護者の迎え等について、学校から保護者あて連

絡（メール配信等）する。 

 

 

 

 

休業日・管理下外 

○ 休業日に活動等で児童等が登校している際に、原子力災害が発生したと 

きは、学校に来ている教職員で、市災害対策本部からの指示に従って、児童

等の安全を確保できる体制及び保護者に連絡できる体制を整えておく。（授

業中の対応に準ずる。） 

○ 児童等が自宅にいた時に原子力災害が発生し、校区内に避難指示が出た場

合、教職員は可能な限り児童等の所在を確認する。また、学校が避難所とな

っている場合、教職員は可能な限り学校へ向かい、避難所運営の支援を行う

体制を講じておく。 

 

 

 ４ 保護者への引き渡し方法 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前準備 

① 

引
き
渡
し
カ
ー
ド
作
成 

② 

カ
ー
ド
の
保
管 

緊急連絡 

③ 

保
護
者
等
へ
の
連
絡 

引き渡し 

④ 

カ
ー
ド
に
よ
る
照
合 

⑤ 

学
校
内
で
の
引
き
渡
し 

⑥ 

児
童
等
の
避
難
先
確
認 

⑦ 

学
校
の
連
絡
先
を
伝
達 

⑧ 

名
簿
チ
ェ
ッ
ク
（
一
覧
表
） 

⑨ 

副
本
部
長(

教
頭)

へ
報
告 

事後対応 

○ 

残
っ
た
生
徒
の
対
応 

○ 

避 

難 

⑩ 

引
き
渡
し
の
状
況
集
約 

⑪ 

市
教
委
へ
報
告 

随
時 

市
教
委
へ
報
告 

避難開始の指

示があったら

 
○ 

避
難
先
で
の
引
き
渡
し 
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５ 原子力災害に対する安全管理状況の確認事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

□ 年度当初に、「緊急時保護者引き渡しカード」の作成を保護者へ依頼し、回収・保管できている。 

□ 校務分掌に、「学校原子力防災委員会」（または、それにかわる委員会等）が設置されている。 

□ 原子力災害時における教職員の役割分担が明確になっており、共通理解がされている。 

□ 保護者への緊急連絡の方法が確立されている。（確実に保護者へ連絡が届く手段の確立） 

□ 学校安全指導計画に「原子力災害安全指導計画」が位置づけられている。 

□ 年度当初に、教職員による「学校における原子力防災マニュアル」の共通理解が図られている。 

□ 原子力防災に関する学校の対応について、保護者へ周知する機会を設けている。 

□ 原子力災害時に情報を得る手段（テレビやラジオ、防災無線等）が備わっている。 

□ 「薩摩川内市原子力防災計画」を確認し、理解している。 

□ 原子力防災に関する専門的立場の講師等から、児童等や教職員が指導を受ける機会がある。 

□ 避難先や避難の方法、屋内退避等について、全職員が理解している。 

事前・施設設備 

□ 災害時に必要な物品（ハンドマイク トランシーバー 懐中電灯 救急箱 等）を備えている。 

組織・体制 

保護者との連携 

教  育 

□ 様々な事故を想定して、避難訓練等を行っている。 

□ 教職員による原子力防災教育を行っている。 

そ の 他 

□ 市防災担当課等と情報交換をする機会がある。 

□ 学校が避難先に指定されている場合、使用場所や留意事項が教職員に周知されている。 

□ 校内の避難経路には、避難の妨げとなるような障害物は撤去してある。 
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 Ⅲ 原子力災害の収束・その後の対応について 

 

 １ 原子力災害の収束 

   原子力災害の収束は、以下の流れで伝達され、その後、屋内退避措置となっている学校は、児童等の保 

護者への引き渡しを行う。 

   

(1) 学校への報告の流れと学校再開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 屋内退避措置となっている学校の対応 

 

 教職員の動き 児童等の動き 

屋
内
退
避 
し
て
い
る
場
合 

① 市災害対策本部から屋内退避解除の指示
を受ける。 

② 本部長の指示により、児童等の状況や地
域の実情を踏まえて帰宅させる。 
ア 保護者への引き渡し 
イ 教職員や保護者の引率による集団下校 

 
 
 
 
 

 

③ 連絡を受けた学校は、児童等の健康状態
を集約し、市教育委員会へ報告する。 

① 保護者は帰宅した後に健康観察を行い、
児童等に異常があった場合には病院に連
れていく。 

② 保護者は通院後、その状況について学校
へ連絡する。 

 

 

 

 

 

＝学校再開の決定＝ 

 

(1) 校長は、学校施設、教職員、児童等、

通学路等の状況を総合的に判断し、教育

委員会と相談の上、学校再開の時期を決

定する。 

 

(2) 児童等及び保護者への周知は、掲示、

家庭訪問、メール、Web ページ、電話、

自治会等の放送などの中から利用可能

な方法で実施する。 

 

※ 学校が避難所となった場合、避難者に

は、避難所運営と学校再開が並行して行

われることを事前に周知しておく。 

 

※ 学校再開は、市教育委員会と十分に連

携し、実施する。 
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 ２ 原子力災害における心のケア 

  (1) 心のケアの必要性 

原子力災害が発生し、それに伴って児童等が様々なことを直接・間接に体験することから、その後、 

   心身に何らかの影響を受けることが考えられる。表面的には何事もなかったように見えても、内面では 

   恐怖や不安を感じ、情緒不安定など心の健康問題が発生し、それが生活の中でいろいろな形となって現 

   れることがある。 

したがって、原子力災害の経過に伴い、児童等の健康問題解決のために、教職員等による組織的な対 

応策が必要になってくると考えられる。 

 

災

害

経

過 

 

児

童

生

徒

等 

 

教

職

員

の

対

応 

 

 

恐怖心・不安感の除去 相談活動の実施 

 

心のサイン発見     早期治療（組織的対応が必要） 

 

  (2) 心のケアの連絡体制 

学校は、子どもの発達段階や時間的な経過を踏まえた対応方針を策定し、教職員がそれぞれの役割を 

果たし、更に、校内の関係組織が密接なつながりを作り、機能させていく必要がある。学級担任は、学 

級に関わる心身の健康実態の把握と対応に当たる際、専門的立場である養護教諭と連携を密にして進め 

る。 

健康実態把握の結果、何らかの対応が必要であると考えられた場合は、学校保健委員会等を中心として、 

心のケア体制を整備し、全職員で対応することが重要である。必要に応じて、学校医や校外の専門機関 

等と連携を図ることも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力災害発生 
災害経過 収束後 収束 

恐怖・不安からくる情緒不安定などの発現 

（どの時点で発現するかは個々の児童等に 

より異なる） 

体験 

見聞 

心の問題 

発  現 

心の安定の確保 発現した児童等への

適切な対応 

災
害
直
後
か
ら
の
心
の
ケ
ア

　
健
康
観
察

　
　
（

担
任
・
養
護
教
諭
）

学
校
保
健
委
員
会
等 校外専門機関との連携による支援

学校医、スクールカウンセラー、心の
教室相談員との連携による支援

校内職員による支援

保　護　者

災
害
後
の
心
の
ケ
ア
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  (3) 学級担任等における学級への指導 

   ア 学級全体への児童等への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 個別の児童等への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ 教職員の連携・協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

   エ 保護者との連携・協力 

 

 

 

 

 

 

 

   オ 養護教諭による対応 

 

 

 

 

 

 

(ｱ) 事故の正確な情報や知識を伝える。 

(ｲ) 自然に話し出せるような温かい雰囲気づくりに配慮する。 

(ｳ) いつでも話をきくことができるように心がける。話しかけるより、できるだけ耳を傾けるよう

にし、聞き役になるよう努める。 

(ｴ) 不安な状態の児童等には、風評などに惑わされないように注意をし、安心させるように努める。 

(ｵ) 将来に向けて希望が持てるように継続的に話をする。 

(ｶ) 家族の中に事故関係者等がいる児童等や事故による身体的・精神的後遺症が原因でいじめ等が

起こらないように細心の注意を払う。 

(ｷ) 健康状態に注意しつつ、狭い場所でも運動や体操、遊び・レクリエーション等をするなど、少

しでも身体を動かすことに夢中になる機会を増やし、心の解放に努める。 

(ｸ)  歌を歌ったり、楽しく遊んだりする機会を増やすように努める。 

(ｱ) 健康観察に十分時間をかけ、注意深く、健康状態や悩み・心配ごと、家庭状況等について、で

きる範囲で見たり聞いたりする。 

(ｲ) 優しい言葉がけを増やし、安心させるようにする。話しかけてくる児童等は、受け入れて、よ

く聞いてあげる。 

(ｳ) 「がんばれ」と激励せずに、具体的なメニュー等をわかりやすく提示するなどして支援内容を

児童等が選べるようにする。 

(ｱ) 不安定な行動を見せるようになった児童等には、全職員で共通理解を図り、指導に当たるよう

にする。 

(ｲ) 継続的な支援が必要な児童等については、学校保健委員会等を中心に心のケア体制を整備す

る。 

(ｳ) スクールカウンセラーや担任・養護教諭等と連携を図り、不安等を持つ児童等に安心感を与え

るようにする。 

(ｱ) 必要に応じて、保護者と話し合い、依頼があった場合などには、専門機関を紹介する。 

(ｲ) 保護者には、保護者会や学校だより等を活用し、正確な情報を伝えるようにし、風評等に惑わ

されないようにする。 

(ｳ) 避難所等で生活する児童等と自宅で生活する児童等が、お互いに助け合い、協力して生活でき

るように保護者に協力を依頼する。 

(ｱ) 日々の健康観察（学級担任との連携） 

(ｲ) 児童等の体調の変化に十分注意し、急激な体重の減少、睡眠障害など留意する。 
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 Ⅳ 学校が備える文書等 

 

 １ 原子力災害安全指導計画 

(1)学校の安全指導計画 （例）小学校 
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全

・
野

外
観

察
時

の
交

通
安

全
・

移
植

ベ
ラ

、
ス

コ
ッ

プ
の

使
い

方

・
公

園
ま

で
の

交
通

安
全

・
虫

探
し

、
ま

ち
探

検
時

の
交

通
安

全
・

は
さ

み
の

使
い

方
・

た
け

ひ
ご

、
つ

ま
よ

う
じ

の
使

い
方

・
郵

便
局

見
学

時
の

安
全

・
は

さ
み

、
ス

テ
ー

プ
ラ

ー
の

使
い

方
・

は
さ

み
の

使
い

方
・

昔
遊

び
の

安
全

な
行

い
方

・
移

植
ご

て
の

使
い

方

・
野

外
観

察
時

の
交

通
安

全
・

ア
ル

コ
ー

ル
ラ

ン
プ

、
虫

め
が

ね
、

移
植

ご
て

の
使

い
方

・
カ

バ
ー

ガ
ラ

ス
、

ス
ラ

イ
ド

ガ
ラ

ス
、

フ
ラ

ス
コ

の
使

い
方

・
ス

コ
ッ

プ
、

ナ
イ

フ
の

使
い

方
・

夜
間

観
察

の
安

全
・

試
験

管
、

ビ
ー

カ
ー

の
使

い
方

・
観

察
中

の
安

全
・

フ
ラ

ス
コ

、
ガ

ラ
ス

管
の

使
い

方

・
太

陽
観

察
時

の
注

意
・

ポ
リ

袋
、

ゴ
ム

風
船

の
使

い
方

・
鏡

、
凸

レ
ン

ズ
､
ガ

ラ
ス

器
具

の
使

い
方

・
ス

コ
ッ

プ
、

ナ
イ

フ
の

使
い

方
・

夜
間

観
察

の
安

全
・

試
験

管
、

ビ
ー

カ
ー

の
使

い
方

・
観

察
中

の
安

全
・

フ
ラ

ス
コ

、
ガ

ラ
ス

管
の

扱
い

方

関
東

大
震

災
(
６

年
）

私
た

ち
の

国
土

(
台

風
）

(
５

年
）

く
ら

し
を

守
る

(
災

害
が

起
き

て
）

(
３

・
４

年
）

・
は

さ
み

、
カ

ッ
タ

ー
ナ

イ
フ

、
絵

の
具

、
接

着
剤

の
安

全
な

使
い

方

・
写

生
場

所
の

安
全

・
コ

ン
パ

ス
の

安
全

な
使

い
方

・
糸

の
こ

ぎ
り

、
小

刀
、

金
槌

、
く

ぎ
抜

き
の

使
い

方

・
木

づ
ち

、
ゴ

ム
、

電
動

の
こ

、
ニ

ス
の

使
い

方

・
作

品
の

安
全

な
操

作
・

彫
刻

刀
の

管
理

の
仕

方
と

使
い

方
・

水
性

ニ
ス

の
取

扱
い

方
・

竹
ひ

ご
、

細
木

の
使

い
方

・
糸

の
こ

ぎ
り

、
小

刀
、

金
槌

、
釘

抜
き

の
使

い
方

・
木

槌
、

ゴ
ム

、
糸

の
こ

ぎ
り

、
ニ

ス
の

使
い

方

・
作

品
の

安
全

な
操

作

・
針

、
は

さ
み

の
使

い
方

・
ア

イ
ロ

ン
の

か
け

方
・

食
品

の
取

扱
い

方
・

包
丁

の
使

い
方

・
実

習
時

の
安

全
な

服
装

・
熱

湯
の

安
全

な
取

扱
い

方
・

ミ
シ

ン
の

使
い

方
・

油
の

安
全

な
取

扱
い

方
食

品
の

取
扱

い
方

・
包

丁
の

使
い

方
・

実
習

時
の

安
全

な
使

い
方

・
固

定
施

設
の

使
い

方
・

運
動

す
る

場
の

安
全

確
認

・
集

団
演

技
、

行
動

時
の

安
全

・
鉄

棒
運

動
時

の
安

全
・

用
具

操
作

の
安

全
・

け
が

の
防

止
(
保

健
)
・

ボ
ー

ル
運

動
時

の
安

全
・

持
久

走
時

の
安

全
・

跳
躍

運
動

時
の

安
全

・
器

械
運

動
時

の
安

全

低
学

年

●
通

学
路

の
確

認
◎

安
全

な
登

下
校

●
安

全
な

給
食

配
膳

●
子

ど
も

1
1
0
番

の
家

●
休

み
時

間
の

約
束

◎
防

犯
避

難
訓

練
の

参
加

の
仕

方
●

遠
足

時
の

安
全

●
運

動
時

の
約

束

●
雨

天
時

の
約

束
◎

プ
ー

ル
の

約
束

●
誘

拐
か

ら
身

を
守

る

●
夏

休
み

の
約

束
◎

自
転

車
乗

車
時

の
約

束 ●
落

雷
の

危
険

◎
校

庭
や

屋
上

の
使

い
方

の
き

ま
り

●
運

動
時

の
約

束

◎
乗

り
物

の
安

全
な

乗
り

降
り

の
仕

方
●

廊
下

の
安

全
な

歩
行

の
仕

方

◎
誘

拐
防

止
教

室
●

安
全

な
登

下
校

●
安

全
な

服
装

◎
冬

休
み

の
安

全
な

過
ご

し
方

◎
「

お
か

し
も

」
の

約
束 ●

危
な

い
も

の
を

見
つ

け
た

と
き

◎
身

近
な

道
路

標
識

●
暖

房
器

具
の

安
全

な
使

い
方

●
１

年
間

の
反

省
◎

け
が

を
し

な
い

た
め

に

中
学

年

●
通

学
路

の
確

認
●

誘
拐

の
起

こ
る

場
所

◎
安

全
な

登
下

校
●

安
全

な
清

掃
活

動

●
休

み
時

間
の

安
全

◎
防

犯
避

難
訓

練
へ

の
積

極
的

な
参

加
●

遠
足

時
の

安
全

●
運

動
時

の
約

束
◎

防
犯

教
室

（
３

年
）

●
雨

天
時

の
安

全
な

過
ご

し
方

◎
安

全
な

プ
ー

ル
の

利
用

の
仕

方
●

防
犯

に
か

か
わ

る
人

た
ち

●
夏

休
み

の
安

全
な

過
ご

し
方

●
自

転
車

乗
車

時
の

き
ま

り
●

落
雷

の
危

険

●
運

動
時

の
安

全
な

服
装 ◎

校
庭

や
屋

上
の

使
い

方
の

き
ま

り

◎
車

内
で

の
安

全
な

過
ご

し
方

●
校

庭
・

遊
具

の
安

全
な

遊
び

方

●
安

全
な

登
下

校
◎

校
庭

や
屋

上
の

使
い

方
の

き
ま

り

●
凍

結
路

の
安

全
な

歩
き

方
◎

冬
休

み
の

安
全

な
過

ご
し

方

●
「

お
か

し
も

」
の

約
束 ◎

安
全

な
身

支
度

◎
自

転
車

に
関

係
の

あ
る

道
路

標
識

●
暖

房
器

具
の

安
全

な
使

い
方

●
１

年
間

の
反

省
◎

け
が

を
し

や
す

い
時

間
と

場
所

高
学

年

●
通

学
路

の
確

認
◎

安
全

な
登

下
校

●
交

通
事

故
か

ら
身

を
守

る
◎

身
の

回
り

の
犯

罪
●

安
全

な
委

員
会

活
動

●
休

み
時

間
の

事
故

と
け

が
◎

防
犯

避
難

訓
練

の
意

義 ●
交

通
機

関
利

用
時

の
安

全
　

　
●

運
動

時
の

事
故

と
け

が

●
雨

天
時

の
事

故
と

け
が ◎

救
急

法
と

着
衣

水
泳

●
自

分
自

身
で

身
を

守
る

　
◎

防
犯

教
室

（
４

，
５

，
６

年
）

●
自

転
車

の
点

検
と

整
備

の
仕

方
●

夏
休

み
の

事
故

と
防

止
策

●
落

雷
の

危
険

●
運

動
時

の
事

故
と

け
が ◎

校
庭

や
屋

上
で

起
こ

る
事

故
の

防
止

策

◎
乗

車
時

の
事

故
と

け
が ●

校
庭

・
遊

具
の

安
全

点
検

●
安

全
な

登
下

校
◎

校
庭

や
屋

上
で

起
こ

る
事

故
の

防
止

策

●
凍

結
路

の
安

全
な

歩
き

方
◎

冬
休

み
中

の
事

故
や

け
が

◎
災

害
時

の
携

行
品

●
安

全
な

身
支

度
、

衣
服

の
調

節

◎
交

通
ル

ー
ル

暖
房

器
具

の
安

全
な

使
い

方

●
１

年
間

の
反

省
◎

け
が

の
種

類
と

応
急

処
置

・
１

年
生

を
迎

え
る

会
・

ク
ラ

ブ
活

動
・

委
員

会
活

動
開

始

・
児

童
集

会
・

児
童

集
会

　
　

　

・
入

学
式

・
健

康
診

断
・

春
の

交
通

安
全

運
動

・
防

犯
避

難
訓

練
・

運
動

会
・

遠
足

・
自

然
教

室
・

プ
ー

ル
開

き
・

防
災

引
き

取
り

訓
練

・
秋

の
交

通
安

全
運

動
・

防
災

避
難

訓
練

（
地

震
）

・
地

区
運

動
会

・
収

穫
祭

と
子

ど
も

祭
り

・
修

学
旅

行
・

防
災

避
難

訓
練

（
火

災
）

・
学

校
安

全
集

会
・

卒
業

式

・
安

全
な

通
学

の
仕

方
・

固
定

施
設

遊
具

の
安

全
な

使
い

方

・
安

全
の

き
ま

り
の

設
定

・
プ

ー
ル

で
の

安
全

の
き

ま
り

の
確

認
・

電
車

・
バ

ス
の

安
全

な
待

ち
方

及
び

乗
降

の
仕

方

・
自

転
車

乗
車

時
の

き
ま

り
、

点
検

・
整

備
・

校
舎

内
で

の
安

全
な

過
ご

し
方

・
校

庭
や

屋
上

で
の

安
全

な
過

ご
し

方
・

校
外

学
習

時
の

道
路

の
歩

き
方

・
電

車
、

バ
ス

の
安

全
な

待
ち

方
と

乗
降

の
仕

方

・
安

全
な

登
下

校
・

凍
結

路
や

雪
道

の
歩

き
方

・
災

害
時

の
身

の
安

全
の

守
り

方
・

道
路

標
識

の
種

類
と

意
味

・
１

年
間

の
評

価
と

反
省

・
通

学
路

の
安

全
確

認
・

安
全

点
検

年
間

計
画

の
確

認
(
点

検
方

法
等

研
修

含
む

)

・
諸

設
備

の
点

検
及

び
整

備
・

学
校

環
境

の
安

全
点

検
及

び
整

備
・

夏
季

休
業

前
や

夏
季

休
業

中
の

校
舎

内
外

の
点

検

・
校

庭
や

屋
上

な
ど

校
舎

外
の

整
備

・
駅

、
バ

ス
停

周
辺

の
安

全
確

認
・

通
学

路
の

確
認

・
校

内
危

険
箇

所
の

点
検

・
防

災
用

具
の

点
検

、
整

備
・

学
区

内
の

安
全

施
設

の
確

認
・

通
学

路
の

安
全

確
認

・
安

全
点

検
の

評
価

・
反

省

・
登

下
校

時
、

春
の

交
通

安
全

運
動

期
間

の
教

職
員

、
保

護
者

の
街

頭
指

導
　

　
　

　
　

・
遊

具
等

の
安

全
点

検
方

法
等

に
関

す
る

研
修

・
通

学
路

の
状

況
と

安
全

指
導

に
関

す
る

研
修

・
校

外
に

お
け

る
児

童
の

安
全

行
動

把
握

、
情

報
交

換
・

熱
中

症
予

防
に

関
す

る
研

修

・
地

域
ぐ

る
み

の
学

校
安

全
推

進
委

員
会

・
学

区
危

険
箇

所
点

検
・

防
犯

に
関

す
る

研
修

(
緊

急
時

の
校

内
連

絡
体

制
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

点
検

)
・

心
肺

蘇
生

法
(
A
E
D
)

研
修

（
Ｐ

Ｔ
Ａ

含
む

）

・
地

域
パ

ト
ロ

-
ル

・
登

下
校

時
、

秋
の

交
通

安
全

運
動

期
間

の
教

職
員

、
保

護
者

の
街

頭
指

導
・

防
災

に
関

す
る

研
修

(
訓

練
時

)

・
学

校
安

全
委

員
会

(
学

校
保

健
委

員
会

)
・

地
域

教
育

会
議

・
防

災
に

関
す

る
研

修
（

訓
練

時
）

・
年

末
年

始
の

交
通

安
全

運
動

の
啓

発
・

応
急

手
当

（
止

血
等

）

・
地

域
パ

ト
ロ

ー
ル

・
学

校
安

全
委

員
会

（
学

校
保

健
委

員
会

）
・

地
域

ぐ
る

み
の

学
校

安
全

推
進

委
員

会
・

校
内

事
故

発
生

状
況

と
安

全
措

置
に

関
す

る
研

修

平
成

○
○

年
度

学
校

安
全

計
画

（
小

学
校

）
○

○
○

立
　
△

△
△

小
学

校

　 月
４

５
６

７
・

８
９

１
０

１
１

１
２

１
２

３

月
　

の
　

重
　

点

道
　

　
　

　
徳

児
童

会
活

動

主
な

学
校

行
事

等

安      　 全      　 教 　      育

安   全   学   習

生
　

　
活

理
　

　
科

社
　

　
会

図
　

　
工

家
　

　
庭

体
　

　
育

安 全 管 理

対
人

管
理

対
物

管
理

学
校

安
全

に
関

す
る

組
織

活
動

（
研

修
含

む
）

・
水

泳
前

の
健

康
観

察
・

水
泳

時
の

安
全

 
総

合
的

な
学

習
の

時
間

「
○

○
大

好
き

～
町

た
ん

け
ん

」
（

３
年

）
、

「
交

通
安

全
ポ

ス
タ

ー
づ

く
り

」
（

４
年

）
、

「
安

全
マ

ッ
プ

づ
く

り
」

（
５

年
）

、
「

社
会

の
一

員
と

し
て

活
動

し
よ

う
」

（
６

年
）

安    全    指    導

学   級   活   動

ｊ

－
小

学
生

の
た

め
の

副
読

本
「

放
射

線
に

つ
い

て
考

え
て

み
よ

う
」

（
発

行
H
2
3
.
1
0

文
部

科
学

省
）

◆
小

学
校

低
学

年
「

放
射

線
っ

て
何

だ
ろ

う
」

＊
「

目
に

見
え

な
い

」
「

も
の

を
通

り
抜

け
る

」
こ

と
を

知
る

。

◆
小

学
校

中
学

年
「

放
射

線
は

ど
う

や
っ

て
測

る
の

？
」

＊
放

射
線

の
測

り
方

を
知

る
。

◆
小

学
校

高
学

年
「

放
射

線
を

受
け

る
と

ど
う

な
る

の
？

」

＊
た

く
さ

ん
の

放
射

線
を

受
け

る
と

影
響

が
出

る
こ

と
を

知
る

。

◆
「
学

校
に
お
け
る
原

子
力

防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル

」
の

共
通

理
解

◆
災

害
時

の
「
保

護
者

引
き
渡

し
訓

練
」
の

実
施

◆
原

子
力

に
災

害
に
備

え
た
避

難
実

働
訓

練
（
通

信
訓

練
）

（
小

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

社
会

編
か

ら
）

＊
火

力
発

電
所

や
原

子
力

発
電

所
に
お
い

て
は

環
境

に
配

慮
し
て
い
る
こ
と
や

安
全

性
の

確
保

に
努

め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
取

り
上

げ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ

る
。
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 (2)学校の安全指導計画 （例）中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※
学

級
活

動
の

欄
　
　
◎

…
１
単

位
時

間
程

度
の

指
導

　
　
●

･
･
‥

短
い
時

間
の

指
導

安
全

な
登

下
校

を
し

よ
う

体
育

祭
を

安
全

に
や

り
ぬ

こ
う

梅
雨

期
を

安
全

に
過

ご
そ

う
健

康
と

安
全

に
気

を
付

け
よ

う
災

害
に

備
え

た
生

活
を

し
よ

う
交

通
法

規
を

理
解

し
守

ろ
う

危
険

を
予

測
し

安
全

な
生

活
を

し
よ

う
自

ら
健

康
を

維
持

し
て

い
こ

う
事

故
災

害
か

ら
身

を
守

り
、

適
切

な
行

動
を

し
よ

う

事
故

の
原

因
に

つ
い

て
学

ぼ
う

安
全

な
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

し
よ

う

生
命

の
尊

さ
集

団
の

意
義

自
主

自
律

法
の

遵
守

奉
仕

友
情

の
尊

さ
社

会
連

帯
郷

土
愛

人
間

愛
生

命
の

尊
重

社
会

へ
の

奉
仕

・
理

科
室

に
お

け
る

一
般

的
注

意
・

実
験

時
の

危
険

防
止

と
ふ

さ
わ

し
い

服
装

・
薬

品
や

ガ
ラ

ス
器

具
の

使
い

方
・

加
熱

器
具

の
使

い
方

・
備

品
の

点
検

整
備

・
薬

品
検

査
・

自
主

研
究

の
実

験
場

の
注

意
・

電
気

に
つ

い
て

の
知

識

・
電

気
器

具
の

使
い

方
・

力
学

関
係

の
実

験
器

具
の

使
い

方
・

薬
品

検
査

・
理

科
室

と
準

備
室

の
整

備

・
地

震
発

生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム

と
震

度
・
火

山
活

動
の

様
式

と
マ

グ
マ
の

性
質

・
天

気
の

変
化

・
日

本
の

気
象

・
自

然
の

恵
み

と
災

害
・

備
品

点
検

、
薬

品
点

検
(
台

帳
管

理
)

・
美

術
室

に
お

け
る

一
般

的
注

意
・

備
品

の
点

検
整

備
・

彫
刻

刀
の

正
し

い
使

い
方

・
ニ

ー
ド

ル
等

の
道

具
の

使
用

の
注

意
・

備
品

検
査

・
版

画
用

プ
レ

ス
機

の
使

い
方

・
小

型
ナ

イ
フ

の
使

い
方

・
打

ち
出

し
の

用
具

の
使

い
方

・
塗

装
の

際
の

一
般

的
注

意
・

カ
ッ

タ
ー

、
は

さ
み

、
コ

ン
パ

ス
等

の
使

用
上

の
注

意

・
絵

の
具

、
用

具
の

保
管

、
管

理
の

指
導

・
教

室
で

の
一

般
的

諸
注

意
・

機
具

、
用

具
点

検

・
集

団
行

動
様

式
の

徹
底 ・

施
錠

や
用

具
の

使
い

方

・
自

己
の

体
力

を
知

る
・

集
団

行
動

と
協

力
性

・
備

品
の

点
検

整
備

・
新

体
力

テ
ス

ト
の

行
い

と
測

定
の

仕
方

・
水

泳
の

事
故

防
止

に
つ

い
て

（
自

己
健

康
管

理
）

・
陸

上
運

動
の

適
切

な
場

所
の

使
い

方
と

測
定

の
仕

方

・
器

械
運

動
に

お
け

る
段

階
的

な
練

習
と

適
切

な
補

助
の

仕
方

・
長

距
離

走
に

お
け

る
健

康
把

握
と

個
人

の
体

力
に

あ
っ

た
ぺ

一
ス

配
分

・
武

道
に

お
け

る
場

所
、

用
具

の
適

切
な

使
い

方
と

手
入

れ
（

禁
じ

技
な

ど
）

・
サ

ッ
カ

ー
に

お
け

る
適

切
な

用
具

、
場

所
の

使
い

方
(
ゴ

ー
ル

の
運

搬
や

固
定

の
仕

方
等

)
､

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
の

徹
底

、
ゲ

一
ム

の
安

全

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
に

お
け

る
適

切
な

用
具

、
場

所
の

使
い

方
、

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
の

徹
底

、
ゲ

一
ム

の
安

全

・
器

具
用

具
の

点
検

・
備

品
整

理

・
心

身
の

機
能

の
発

達
と

心
の

健
康

(
１

年
)

・
傷

害
の

防
止

(２
年

)
・

生
活

行
動

・
生

活
習

慣
と

健
康

（
３

年
）

・
自

然
災

害
(
全

学
年

)
・

喫
煙

、
飲

酒
、

薬
物

乱
用

と
健

康
（

３
年

）
・

感
染

症
の

予
防

(
３

年
)

・
施

設
設

備
の

使
用

上
の

注
意

・
作

業
場

所
の

確
保

と
危

険
回

避

・
金

属
材

料
の

性
質

と
切

断
・

日
常

で
の

木
製

品
の

利
用

・
工

作
加

工
機

械
や

工
具

の
安

全
や

点
検

・
切

断
切

除
加

工
時

の
安

全
・

備
品

の
点

検
整

備

・
工

作
機

械
の

安
全

な
利

用
・

塗
装

時
の

換
気

と
火

気
・

暖
房

と
換

気
に

つ
い

て
　

・
床

に
落

ち
て

い
る

も
の

の
危

険
性

・
電

気
機

器
の

利
用

と
安

全
・

は
ん

だ
付

け
に

よ
る

火
傷

の
注

意

・
工

作
機

械
の

安
全

な
利

用
・

電
子

機
器

の
利

用
と

安
全

・
作

業
場

所
の

確
保

と
危

険
の

回
避

・
機

具
点

検
整

備
・

備
品

検
査

(
台

帳
管

理
)

・
実

習
室

の
使

用
上

の
注

意
と

食
に

つ
い

て
の

一
般

的
な

注
意

・
ガ

ス
コ

ン
ロ

の
使

い
方 ・

喚
起

に
つ

い
て

ゴ
ム

管
の

点
検

・
調

理
実

習
に

お
け

る
注

意
・

日
常

食
の

調
理

・
備

品
の

点
検

整
備

・
電

気
の

安
全

な
利

用
・

食
生

活
と

健
康

・
器

具
点

検
整

備
・

備
品

検
査

（
台

帳
管

理
）

・
幼

児
や

高
齢

者
等

と
の

交
流

に
つ

い
て

の
一

般
的

な
注

意

・
衣

服
制

作
に

つ
い

て
の

一
般

的
な

注
意

・
備

品
の

点
検

整
備

・
ア

イ
ロ

ン
、

ミ
シ

ン
の

適
切

な
使

い
方

・
備

品
の

点
検

整
備

・
備

品
検

査

第
１

学
年

●
中

学
生

に
な

っ
て

◎
自

転
車

の
安

全
な

乗
り

方
●

通
学

路
の

確
認

●
部

活
動

で
の

安
全

◎
犯

罪
被

害
の

防
止

や
通

報
の

仕
方

●
体

育
祭

の
取

組
と

安
全 ◎

災
害

時
の

安
全

な
避

難
の

仕
方

と
日

常
の

備
え ●

清
掃

方
法

を
確

認
し

よ
う

●
雨

天
時

の
校

舎
内

で
の

過
ご

し
方

●
校

内
で

の
事

故
と

安
全

な
生

活
◎

水
泳

、
水

の
事

故
と

安
全

●
落

雷
の

危
険

や
風

水
害 ●

自
分

の
健

康
チ

エ
ッ

ク ◎
夏

休
み

の
生

活
設

計
と

安
全

（
防

犯
）

◎
地

震
の

危
険

●
市

総
合

体
育

大
会

と
安

全

●
文

化
祭

の
準

備
と

安
全 ◎

交
通

法
規

の
意

義
と

安
全

●
自

分
の

健
康

チ
ェ

ッ
ク （

・
持

久
走

大
会

と
安

全
）

●
冬

休
み

の
生

活
設

計
と

安
全

●
火

器
の

注
意

◎
災

害
へ

の
備

え
と

協
力

(
地

域
の

一
員

と
し

て
)

●
自

転
車

の
安

全
で

正
し

い
乗

り
方

◎
交

通
事

故
の

加
害

と
被

害
●

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
意

義
の

理
解

と
参

加

●
施

設
の

安
全

な
利

用
◎

降
雪

時
の

安
全

●
け

が
の

発
生

状
況

と
そ

の
防

止

●
１

年
間

の
反

省
●

球
技

大
会

や
３

年
生

を
送

る
会

で
の

安
全

第
２

学
年

●
通

学
路

の
確

認
●

自
分

で
で

き
る

安
全

点
検

◎
犯

罪
被

害
の

防
止

や
通

報
の

仕
方

●
体

育
祭

の
取

組
と

安
全

　
　

　
　

　
　

◎
交

通
事

故
の

防
止

を
考

え
よ

う

●
雨

天
時

の
校

舎
内

で
の

過
ご

し
方

●
校

内
で

の
事

故
と

安
全

な
生

活
◎

水
泳

、
水

の
事

故
と

安
全

●
自

分
の

健
康

チ
エ

ッ
ク ◎

夏
休

み
の

生
活

設
計

と
安

全
（

防
犯

）
・

中
体

連
大

会
と

安
全

◎
地

震
危

険
と

避
難

●
市

総
合

体
育

大
会

と
安

全

◎
部

活
動

の
安

全
と

リ
ー

ダ
ー

の
役

割
●

文
化

祭
の

準
備

と
安

全

●
自

分
の

健
康

チ
ェ

ッ
ク （

・
持

久
走

大
会

と
安

全
）

●
冬

休
み

の
生

活
設

計
と

安
全

●
火

器
の

注
意

◎
災

害
へ

の
備

え
と

協
力

(
地

域
の

一
員

と
し

て
)

◎
交

通
事

故
の

加
害

と
被

害
●

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
意

義
の

理
解

と
参

加

◎
降

雪
時

の
安

全
●

け
が

の
発

生
状

況
と

そ
の

防
止

●
１

年
間

の
反

省
●

球
技

大
会

や
３

年
生

を
送

る
会

で
の

安
全

第
３

学
年

◎
犯

罪
被

害
の

防
止

や
通

報
の

仕
方

●
登

下
校

の
安

全
●

自
分

で
で

き
る

安
全

点
検

●
体

育
祭

準
備

◎
心

の
安

定
と

事
故

◎
水

泳
、

水
の

事
故

と
安

全
●

修
学

旅
行

と
安

全

●
自

分
の

健
康

チ
ェ

ツ
ク ◎

夏
休

み
の

生
活

設
計

と
安

全
（

防
犯

）
・

中
体

連
大

会
と

安
全

◎
地

震
危

険
と

避
難

●
市

総
合

体
育

大
会

と
安

全

◎
交

通
事

故
の

原
因

と
事

故
の

特
性

●
自

分
の

健
康

チ
ェ

ッ
ク （

・
持

久
走

大
会

と
安

全
）

●
冬

休
み

の
生

活
設

計
と

安
全

●
火

器
の

注
意

◎
災

害
へ

の
備

え
と

協
力

(
地

域
の

一
員

と
し

て
)

◎
交

通
事

故
の

加
害

と
被

害
●

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
意

義
の

理
解

と
参

加

◎
降

雪
時

の
安

全
●

け
が

の
発

生
状

況
と

そ
の

防
止

●
１

年
間

の
反

省
●

球
技

大
会

や
３

年
生

を
送

る
会

で
の

安
全

●
学

校
、

教
室

環
境

の
整

備
修

繕
（

奉
仕

活
動

）

・
部

活
動

紹
介

・
体

育
祭

・
校

内
安

全
点

検
活

動
・

生
徒

総
会

・
中

体
連

壮
行

会
・

球
技

大
会

・
文

化
祭

準
備

・
市

総
体

壮
行

会
・

市
駅

伝
大

会
壮

行
会

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

の
社

会
参

加
・

生
徒

総
会

・
球

技
大

会
・

３
年

生
を

送
る

会

・
入

学
式

・
健

康
診

断
・

学
校

説
明

会
・

交
通

安
全

運
動

・
新

体
力

テ
ス

ト
・

体
育

祭
・

防
災

避
難

訓
練

・
修

学
旅

行
・

防
災

避
難

訓
練

（
火

災
）

・
心

肺
蘇

生
法

講
習

会
・

合
唱

コ
ン

ク
ー

ル

・
夏

の
交

通
安

全
運

動
・

防
災

訓
練

(
地

震
)

・
秋

の
交

通
安

全
運

動
・

文
化

祭
・

持
久

走
大

会
・

防
災

避
難

訓
練

と
防

災
学

習
・

自
然

教
室

・
卒

業
式

対 人 管 理

・
通

学
方

法
の

決
定

・
安

全
に

関
す

る
き

ま
り

の
設

定

・
身

体
の

安
全

に
つ

い
て

及
び

怪
我

の
予

防
・

校
舎

内
の

安
全

な
過

ご
し

方
・

プ
ー

ル
に

お
け

る
安

全
管

理
に

つ
い

て

・
自

分
で

で
き

る
点

検
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
・

救
急

体
制

の
見

直
し

・
夏

季
休

業
中

の
部

活
動

で
の

安
全

と
対

応

・
身

体
の

安
全

及
び

け
が

の
予

防
・

文
化

祭
の

準
備

と
安

全
・

携
帯

電
話

・
パ

ソ
コ

ン
の

安
全

な
使

い
方

・
避

難
時

の
約

束
に

つ
い

て
・

自
転

車
の

正
し

い
乗

り
方

と
危

険
防

止
・

施
設

設
備

等
の

安
全

な
使

い
方

に
つ

い
て

・
1
年

間
の

人
的

管
理

の
評

価
と

反
省

対 物 管 理

・
通

学
路

の
確

認
・

安
全

点
検

年
間

計
画

の
確

認
（

点
検

方
法

等
研

修
含

む
）

・
運

動
場

な
ど

校
舎

外
の

整
備

・
学

校
環

境
の

安
全

点
検

及
び

整
備

(
階

段
、

廊
下

、
プ

ー
ル

)

・
夏

季
休

業
前

や
夏

季
休

業
中

の
校

舎
内

外
の

点
検

・
諸

設
備

の
点

検
及

び
整

備
・

学
校

環
境

の
安

全
点

検
及

び
整

備
(
体

育
館

)
・

避
難

経
路

の
確

認
・

防
火

設
備

・
用

具
の

点
検

整
備

・
避

難
所

と
し

て
開

放
す

る
教

室
等

の
点

検
・

学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
(
通

学
路

)
・

学
校

環
境

の
安

全
点

検
整

備
（

備
品

）
・

１
年

間
の

学
校

環
境

安
全

点
検

の
評

価
と

反
省

・
春

の
交

通
安

全
運

動
時

の
啓

発
活

動
・

教
職

員
・

保
護

者
の

街
頭

指
導

・
危

機
管

理
体

制
に

関
す

る
研

修

・
校

外
に

お
け

る
生

徒
の

安
全

行
動

把
握

、
情

報
交

換
　

　
　

　
・

熱
中

症
に

関
す

る
研

修

・
地

域
学

校
安

全
委

員
会

（
学

校
保

健
委

員
会

）
・

学
区

危
険

箇
所

点
検

・
心

肺
蘇

生
法

(
A
E
D
)

研
修

・
地

域
パ

ト
ロ

一
ル

・
学

校
が

避
難

所
に

な
っ

た
場

合
の

市
職

員
や

自
主

防
災

組
織

と
の

話
し

合
い

　
　

　
・

防
犯

に
関

す
る

研
修

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
確

認
等

）

・
防

災
の

日
・

秋
の

交
通

安
全

運
動

の
啓

　
発

と
街

頭
指

導
・

防
災

に
関

す
る

研
修

（
避

難
訓

練
）

・
地

域
学

校
安

全
委

員
会

（
学

校
保

健
委

員
会

）
・

校
内

の
点

検

・
通

学
路

点
検

・
自

転
車

の
安

全
な

利
用

に
関

す
る

研
修

（
指

導
方

法
）

・
地

域
防

災
訓

練
の

啓
発 ・

年
末

年
始

の
交

通
安

全
運

動
の

啓
発

・
阪

神
・

淡
路

大
震

災
(
1
7
日

)
の

想
起

と
防

災
の

啓
発

活
動

・
応

急
手

当
と

緊
急

時
校

内
連

絡
体

制

・
地

域
学

校
安

全
委

員
会

（
学

校
保

健
委

員
会

）

・
地

域
交

通
安

全
パ

ト
ロ

一
ル

・
校

内
事

故
発

生
状

況
と

安
全

措
置

に
関

す
る

研
修

安 全 管 理

学
校

安
全

に
関

す
る

組
織

活
動

（
研

修
含

む
）技
 
術

・
家

庭
　

※
「

栽
培

」
を

行
う

場
合

は
、

農
薬

の
扱

い
に

注
意

す
る

総
合

的
な

学
習

の
時

間
(
安

＜
活

動
例

＞
「

我
が

町
の

交
通

安
全

対
策

調
査

」
「

地
域

安
全

マ
ッ

プ
づ

く
り

」
「

災
害

と
町

づ
く

り
」

な
ど

安 全 指 導

学 級 活 動 生
徒

会
活

動

主
な

学
校

行
事

等

安 全 教 育

安 全 学 習

社
　

 
　

　
会

・
世

界
と

比
べ

た
日

本
の

地
域

駅
特

色
（

自
然

災
害

と
防

災
へ

の
努

力
）

・
日

本
の

諸
地

域
（

地
域

の
自

然
災

害
に

応
じ

た
防

災
対

策
）

・
地

域
観

察
時

の
安

全

理
　

　
 
　

科

美
　

　
 
　

術

体
 
育

 
分

 
野

保
 
健

 
分

 
野

１
２

１
２

３

月
　

の
　

重
　

点

道
　

　
　

　
徳

平
成

○
○

年
度

学
校

安
全

計
画

（
中

学
校

）
○

○
○

立
　
△

△
△

中
学

校

　 月
４

５
６

７
・

８
９

１
０

１
１

（
中

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

理
科

編
か

ら
）

原
子

力
発

電
で
は

ウ
ラ
ン
な
ど
の

核
燃

料
か

ら
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
取

り
出

し
て
い
る
こ
と
，
核

燃
料

は

放
射

線
を
出

し
て
い
る
こ
と
や

放
射

線
は

自
然

界
に

も
存

在
す
る
こ
と
，
放

射
線

は
透

過
性

な
ど
を
も

ち
，
医

療
や

製
造

業
な
ど
で
利

用
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
も
触

れ
る
。

◆
「
学

校
に
お
け
る
原

子
力

防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル

」
の

共
通

理
解

◆
災

害
時

の
「
保

護
者

引
き
渡

し
訓

練
」
の

実
施

◆
原

子
力

に
災

害
に
備

え
た
避

難
実

働
訓

練
（
通

信
訓

練
）

中
学

生
の

た
め

の
副

読
本

「
知

る
こ

と
か

ら
始

め
よ

う
放

射
線

の
い

ろ
い

ろ
」

（
発

行
H
2
3
.
1
0

文
部

科
学

省
）

◆
中

学
１

・
２

年
生

「
放

射
線

の
基

礎
知

識
」

・
「

放
射

線
の

管
理

・
防

護
」

＊
私

た
ち

の
身

の
回

り
に

も
放

射
線

が
あ

る
こ

と
を

知
る

。

◆
中

学
３

年
生

「
放

射
線

に
よ

る
影

響
」

・
「

放
射

線
の

管
理

・
防

護
」

＊
放

射
線

に
つ

い
て

基
礎

知
識

を
得

る
。

＊
放

射
線

に
対

す
る

防
護

に
つ

い
て

知
る

。
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 ２ 保護者引き渡しカード（例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 組 （ 男 女 ）

〒

（ ）

年 組 氏名 年 組 氏名

年 組 氏名 年 組 氏名

順

■以後は、緊急引き渡し時に、関係者が記入します。

月 日 時 分

（今後の避難先や連絡先　など）

　
□　今後の学校の対応や連絡先等を示した文書等を渡します。

4

(固定電話等）

(携帯電話等）

(固定電話等）

(携帯電話等）

3

(固定電話等）

(携帯電話等）

1

5

2

引き渡した職員

電話番号
（携帯等、緊急時に連絡がつく番号）

(固定電話等）

(携帯電話等）

(固定電話等）

(携帯電話等）

自宅電話

携帯電話
本人との関係（　　　　　）

保 護 者 名
自宅以外の
電話
名称等

学年・組・氏名 児童生徒名

住 所

緊急時の引受人（学校に迎えに来る人・保護者以外の人も含む）

引受人氏名
本人と
の関係

電話連絡以外の連絡方法
（携帯メールアドレス等）

引き渡した時間引　　受　　人

緊 急 時 引 き 渡 し カ ー ド 薩摩川内市立○○○学校

（引受人署名）

児童
保護者の

今後の動き

本校在学兄弟等
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 ３ 緊急時の連絡先一覧 

 

機  関  名 
電話番号 

FAX 番号 
所  在  地 

薩摩川内市教育委員会 
０９９６－２３－５１１１ 

０９９６－２１－１２８５ 
薩摩川内市神田町3 番22 号 
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Ⅴ 薩摩川内市教育委員会の災害時組織及び業務分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 人

2 人

5 人

3 人

7 人

4 人

3 人

3 人

3 人

3 人

1 人

2 人

3 人

2 人

班
名

1

2

3

4

教育総務課長 5

6

〔班長付〕 7

学校教育課長 8

9

10

11

12

13

14 部内の災害対応要員の確保及びローテーションに関すること。

教材等の調達及び施設、職員の確保に関すること。

災害後の教育環境・保健衛生に関すること。

教育施設の汚染の除去に関すること。

教職員及び教職員の家族の安否並びに教職員の住宅等の被害状況の確認等に関するこ

風評被害対策に関すること。

学校の避難計画作成の指導・調整に関すること。

教
育
対
策
部

教
育
部
長

教
育
班

教育対策部の総括に関すること。

部内の所管に係る災害情報等の調査収集及び危機管理対策部長、県への報告に関する

教育機関との連絡調整に関すること。

園児、児童、生徒等の避難及び安全確保に関すること。

学校教育施設等での避難受け入れの調整及び協力に関すること。

教職員の動員に関すること。

教育施設等の災害予防及び復旧対策に関すること。

教育総務課

学校教育課

上水道課

《災害対策本部の組織、構成、各対策部の所掌事務》（市防計第2章第2節第2-1-⑴別表4から抜粋）

対策
部名

対策
部長

班長 分　　掌　　事　　務

情報政策課

広報室

コミュニティ課

障害・社会福祉課

市民健康課

消防局予防課

上水道課長

議事調査課長

その他災害警戒本部長が指名する者

連絡員

防災安全課

・上司の命を受け、警戒本部の事務を処理する。

・上司の命を受け、関係課等との連絡に当たる。

原子力安全対策室

総務課

環境課

企画政策課

コミュニティ課長

障害・社会福祉課長

市民健康課長

消防局予防課長

教育総務課長

学校教育課長

水道局長

警戒本部員

防災安全課長

・原子力発電所や環境放射線モニタリング情報の収集
整理、通報連絡その他応急対策の実施準備等に必要な
事務を処理する。

原子力安全対策室長

総務課長

環境課長

企画政策課長

情報政策課長

広報室長薩
摩
川
内
市
災
害
警
戒
本
部
構
成

警戒本部長 危機管理監 ・市長の命を受け、警戒本部の事務を統括する。

副警戒本部長

総務部長
・警戒本部長を補佐し、警戒本部長に事故あるとき
は、その職務を代理する。
・情報の収集整理、通報連絡その他災害応急対策の実
施準備等に必要な事務を処理する。

市民福祉部長

企画政策部長

教育部長

【原子力防災活動計画】

薩摩川内市災害警戒本部（教育部関係）

※災害対策本部が設置された場合、災害警戒本部はその事務を引き継ぐものとする。（市防計第2章第2節第1-5⑴）
（災害警戒本部→災害対策本部への移行）

《災害警戒本部の組織、構成、所掌事務》（市防計第2章第2節第1-1別表3）

職名 充当職 所　　掌　　事　　務
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1

2

3

◎
○

保健体育グループ員 ○

○

○

◎ ○

○

○

◎ ○

学事グループ員 ○

○

◎ ○

教職員グループ員 ○

○

◎ ○

指導グループ員 ○

○

学校支援班

指導グループ長 園児、児童、生徒等の避難誘導及び安全確保に関すること。

学校教育施設等での避難受け入れの調整及び協力に関すること。

風評被害対策に関すること。

市災害対策本部の情報収集・連携。

情報収集班

教職員グループ長 園児・児童・生徒・教職員の災害情報等の調査収集に関すること。

教職員の動員に関すること。

教職員及び教職員の家族の安否確認等に関すること。

給食施設等の災害予防及び復旧対策に関すること。

災害後の給食施設環境・保健衛生に関すること。

給食施設の汚染の除去に関すること。

学事グループ長 教材等の調達に関すること。

災害対応要員（詰所要員）の配置に関すること。

班名 充当職 分　　掌　　事　　務

連絡調整班

保健体育グループ長
園児・児童・生徒・教職員の災害情報等の調査収集及び危機管理対策
部長、県への報告に関すること。

市対策本部・教育機関等との連絡調整に関すること。

学校教育施設等での避難受け入れの調整及び協力に関すること。

学校の避難計画作成の指導・調整に関すること。

給食管理グループ長

警戒本部員 学校教育課長
・原子力発電所や環境放射線モニタリング情報の収集整理、通報連絡その他応急対
策の実施準備等に必要な事務を処理する。

連絡員（3人）

専門職

・上司の命を受け、警戒本部の事務を処理する。
・上司の命を受け、関係課等との連絡に当たる。

課長代理

主幹

学校教育課　災害対策本部の組織及び分掌事務

職名 充当職 分　　掌　　事　　務

副警戒本部長 教育部長
・警戒本部長を補佐し、警戒本部長に事故あるときは、その職務を代理する。
・情報の収集整理、通報連絡その他災害応急対策の実施準備等に必要な事務を処理
する。
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 Ⅵ 原子力防災について学ぼう 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 原子力災害が発生するとどうなるの？ 
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２ 「放射線」と「放射能」 

３ 放射線の「性質」と「種類」 
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４ 日常生活と放射線 
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５ 放射線の人体への影響 
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６ 「屋内退避」の指示がでたら 
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原子力施設などで事故が起こった場合、放射性物質として、気体状のクリプトン、キセノ 

ン等の希ガスとともに、揮発性の放射性ヨウ素が周辺環境に放出されることが考えられます。 

放射性ヨウ素は、身体に取り込まれると、甲状腺に集まり、数年から十数年後に甲状腺が 

ん等を発症させる可能性があります。この内部被ばくは、安定ヨウ素剤をあらかじめ服用す 

ることで低減することが可能です。原子力 

事故が発生した際に、安定ヨウ素剤の服用 

にあたっては用法・用量が大切ですので、 

災害対策本部の指示に従ってください。 

なお、安定ヨウ素剤の配布は、県または 

市が行います。 

 

 

 

 

 

 

７ 「避難」する場合は 

８ 安定ヨウ素剤を使う場合には 
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９ 日ごろからの備え 
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 Ⅶ 学校内の各自治会の広域避難計画一覧 

    ○（例）城上小学校区内の自治会避難計画 
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 【資料】薩摩川内市立幼稚園、小・中学校広域避難計画（簡易） 

 

  
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■PAZ圏内の学校・避難先

■UPZ圏内の学校・避難先

可愛小学校

亀山幼稚園

育英小学校　

鳥丸小学校 曽於市

加治木工業高校

国分西小学校

深川小学校

加治木小学校

末吉中学校

藤川小学校 曽於市 恒吉小学校

祁答院中学校 南さつま市 大浦保健センター

かごしま県民交流センター水引中学校 鹿児島市

鹿児島市

霧島市

曽於市

姶良市

高江中学校 鹿児島市

姶良市亀山小学校

鹿児島南高等学校

峰山小学校 鹿児島市 鹿児島南高等学校

姶良市 加治木工業高校 入来中学校 南さつま市 加世田運動公園

かごしま県民交流センター

川内中央中学校 鹿児島市 鹿児島女子高校

川内小学校 鹿児島市 健康の森公園

平佐西小学校 鹿児島市 清水中学校

平佐東小学校 鹿児島市 南方小学校

川内南中学校 鹿児島市 星峯東小学校

隈之城小学校 鹿児島市 西紫原小学校

永利小学校　 鹿児島市 谷山市民会館

平成中学校 湧水町 栗野小学校

八幡小学校 垂水市 垂水中央運動公園

八幡幼稚園 垂水市 垂水中央運動公園

高来小学校 湧水町 吉松体育館

城上小学校 湧水町 栗野中学校

城上幼稚園 湧水町 栗野中学校

陽成小学校 湧水町 栗野体育館

髙城中央幼稚園 湧水町 栗野体育館

樋脇中学校　　 鹿児島市 吉野小学校

樋脇小学校

湯田小学校 姶良市 姶良市山田地区公民館

鹿児島市 川上小学校

ひわき幼稚園 鹿児島市

吉川小学校 湧水町 轟小学校
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里幼稚園　　　 薩摩川内市 旧平良小学校

里小学校　　 薩摩川内市 旧平良小学校

川内北中学校

水引小学校
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【資料】薩摩川内市立幼稚園、小・中学校広域避難計画（詳細） 
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 ■ 引用・参考資料 

○鹿児島県地域防災計画（地震・津波対策編 原子力災害対策編）（平成24 年3 月修正）鹿児島県 

○薩摩川内市原子力防災計画（平成25 年3 月）薩摩川内市 

○学校における危機管理の手引（平成25 年7 月）鹿児島県教育員会 

○学校における原子力防災マニュアル 茨城県教育委員会 

○学校における危機管理対応マニュアル～原子力災害発生時～ 鳥取県教育委員会 

○京都府の原子力防災（平成25 年3 月） 京都市行財政局防災危機管理室 

○中学生のための副読本 原子力とエネルギー2012 年度版 茨城県 
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学校における 

原子力防災マニュアル 
 

 

 

 

 

【薩摩川内市立手打小学校編】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 34 - 

 

Ⅶ 薩摩川内市立手打小学校における原子力防災マニュアル 

  

  

 

  ※校務分掌等への位置づけ 

    

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校原子力防災委員会組織 

学校原子力災害対策本部組織図 

本部長【校長】 

副本部長【教頭】 

○
情
報
連
絡
担
当 

 
 

※
教
務
主
任 

○
避
難
誘
導
担
当 

 
 

※
担
任 

○
救
護
・
衛
生
担
当 

 
 

※
保
健
主
任 

※
養
護
教
諭
（
岩
﨑
） 

○
物
資
確
保
・
配
給
担
当 

 
 

※
事
務
職
員 

○
一
次
集
合
場
所
支
援
担
当 

 

※
生
徒
指
導
主
任 

校  長 

教  頭 

職員会議 
学校原子力防災委員会 

教務主任・生徒指導主任 

保健主任・事務職員 
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学校原子力災害対策本部の役割 

  

担   

当 
災害に備えての役割 災害時における役割 

担当者 

（例示） 

 

本 

部 

長 

・ 全教職員に対して、災害時の対応につい

ての個々の役割分担を明確化する。 

・ 保護者に対し、原子力災害時における学

校の対応策や避難場所について周知徹底

を図る。 

・ 学校原子力災害対策本部を設置し、市からの指示

に従い、全教職員にあらかじめ定められた災害活動

に直ちに従事することを指示する。 

・ 市立幼稚園、学校においては、市教育委員会へ随

時状況の報告をする。 
 

校 長 

 

 

 

副 

本 

部 

長 

・ 全教職員に対して、災害に備えての原子

力防災体制について共通理解を図るとと

もに、周知徹底を図る。 

・ 本部長を補佐し、教職員の災害活動が迅速かつ適

切に行えるよう各担当との連絡調整を行う。 

・ 各担当からの情報を的確に把握し、本部長に報告

する。 

・ 諸関係機関及び報道機関に対する対応の窓口とな

る。 

 

教 頭 

 

 

 

情 

報 

連 

絡 

担 

当 

・ 情報を迅速かつ的確に伝達できる連絡網

を作成する。 

 

・ 児童等の避難状況等についての保護者からの問い

合わせに対応する。 

・ 避難所（屋内退避所も含む。）の見回り等を行い、

避難状況や屋内退避状況を把握し、的確な状況を副

本部長へ報告する。 

・ 避難している児童等に必要な情報を提供する。 

・ すべての情報を副本部長に報告する。 

・ 市災害対策本部からの指示を受け、本部長へ報告

する。 

教務主任 

 

 

 

 

 

 

 

避 

難 

誘 

導 

担 

当 

避  難 

・ 市が手配する車両に児童等が安全に乗車

できるための場所の設定と乗車場所まで

の経路を作成し、その周知徹底を図る。 

・ 保護者が迎えに来た際は、児童等を安全

かつ迅速に引き渡せる場所を決定してお

く。 

 

 

屋内退避 

・ 学校における屋内退避は、担任の指揮の

下、教室で退避させるため、教室に安全か

つ迅速に集合できるための経路を児童等

に周知させる。 

避  難 

・ 児童等を速やかに屋内に退避させ、その後、児童

等に状況の説明をし、指定された避難所に向かうた

め、手配された車両に順序よく乗車させる。 

・ 原則として担任は児童等と行動を共にし、児童等

がパニックを起こさないよう適切な指示をする。 

・ 避難が完了したときは、速やかに副本部長に報告

する。 

屋内退避 

・ 教室内へ安全かつ速やかに退避させ、全ての窓や

カーテンを閉め、換気扇を止め、児童等に状況の説

明をし、次の指示が出るまで 教室内で待機させる。 

・ 退避が完了したときは、速やかに副本部長に報告

する。 

 

担 任  

 

 

 

救 

護 

・ 

衛 

生 

担 

当 

・ 救急用品の確保及び救護体制を整備す

る。 

・ 避難時や屋内退避時の放射線防護対策を

整理しておく。 

避  難 

・ サーベイメータ等を用いた放射性物質の汚染検査

及び拭き取り等の簡易な除染や健康相談を行う関

係者に協力するとともに、児童等及び教職員に対す

る的確な救護と応急的な措置及び健康観察を行う。 

・ 安定ヨウ素剤の手配及び服用準備。 

・ 服用の指示が出た場合の服用に関すること。 

屋内退避 

・ 緊急的な医療行為の必要が生じた場合は、直ちに

市災害対策本部に連絡をし、その指示を受ける。 

保健主任 

 

物資 

確保 

配給 

担当 

・ 搬入される物資の保管場所をあらかじめ

確認しておく。 

・ 市災害対策本部との連携の下、必要な物資を確保

し、適切に配給する。 

事務職員 

 

集合

場所 

支援 

担当 

・ 原子力災害時における避難所運営支援に

ついて市担当職員、自主防災組織等と確認

しておく。 

・ 原子力災害が発生した場合に一次集合場所に指定

されている学校は、市担当職員や自主防災組織等が

行う避難所運営の支援を行う。 

 

生徒指導主

任等 
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放射線からの被ばくを防ぐため、コンクリートの建物である校舎内に入る。 

   ① 児童・園児の出欠を確認し、市教委へ報告する。（担任→管理職→市教委） 

   ② 教室等の窓を全て閉め、換気扇を止める。（全職員） 

   ③ 市教委（対策本部）からの指示があるまで、屋外の活動はひかえる。 

   ④ 長子連絡網で、学校・園の状況と児童・園児の下校について連絡すると同時に、緊急 

連絡に備えて、保護者から学校・園への電話はひかえてもらうよう依頼する。 

    

   ＜学校外で活動している場合＞ 

    防災無線や広報車で屋内避難の指示が出たとき、学校・園の近くで活動していた場合には、 

速やかに学校・園に帰校する。遠足等のときには、学校・園に連絡後、バスで速やかに帰校 

する。 

    島外で避難指示が出た場合には、大会中であれば大会本部の指示に従い避難する。修学旅 

行中で県外等いる場合には、学校との連絡を密にし、定期的に所在と児童の健康状態を報告 

   する。 

 

 

本校の位置 

 川内原子力発電所から５０ｋｍ離れ

ている。 

（緊急時防護措置を準備する区域圏

外） 

事故発生 オフサイトセンター 

原子力災害合同対策協議会 

薩摩川内市対策本部 

薩摩川内市教育委員会 

学  校 

事故発生時の対応及び避難計画 
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場面ごとの教師の動き 

 １ 登校時 

  ・ 登校してきた児童・園児を速やかに入れ，手洗い，うがい，洗顔をさせる。 

  ・ 出欠を確認し，市教委へ報告する。（担任→管理職→市教委） 

  ・ 教室等の全ての窓やカーテン，出入口を閉め，換気扇等を止める。 

  ・ 児童・園児の健康観察を行い，その結果を市教委へ報告する。 

    （長時間の屋内避難になるときには，健康観察を細やかに行い，体調の変化等に留意する。） 

  ・ 長子連絡網で，学校・園から保護者（家庭）へ状況の報告を行う。その際，混乱を避けるた 

め，保護者（家庭）からの電話を控えてもらうよう依頼する。 

  ＜スクールバス登校の児童・園児への対応＞ 

  ・ 運転手は，児童・園児を乗せて学校へ向かっているときにはそのまま登校させる。 

  ・ 乗車前のときには，バス停で待機し，家に帰宅するよう児童・園児に指示し，学校へ連絡する。 

 

 ２ 授業中（放課後に児童が残っている場合を含む） 

  ・ 校内放送で，教室に入るよう児童・園児に指示し，手洗い，うがい，洗顔をさせる。 

  ・ 児童・園児の点呼を行い，確認が終わったら市教委に報告する。（担任→管理職→市教委） 

  ・ 教室等の全ての窓やカーテン，出入口を閉め，換気扇等を止める。 

  ・ 児童・園児の健康観察を行い，その結果を市教委へ報告する。 

    （長時間の屋内避難になるときには，健康観察を細やかに行い，体調の変化等に留意する。） 

  ・ 長子連絡網で，学校・園から保護者（家庭）へ状況の報告を行う。その際，混乱を避けるた 

め，保護者（家庭）からの電話を控えてもらうよう依頼する。 

  

 ３ 下校時 

  ・ 学校に残っていたり，戻ってきたりした児童・園児を速やかに教室へ入れ，手洗い，うがい， 

洗顔をさせる。 

  ・ 点呼を行い，校舎内にいる児童・園児の把握をする。また，電話で帰宅した児童・園児の確 

認をし状況を把握したら市教委に報告する。（担任→管理職→市教委） 

・ 教室等の全ての窓やカーテン，出入口を閉め，換気扇等を止める。 

  ・ 児童・園児の健康観察を行い，その結果を市教委へ報告する。 

    （長時間の屋内避難になるときには，健康観察を細やかに行い，体調の変化等に留意する。） 

・ 長子連絡網で，学校・園から保護者（家庭）へ状況の報告を行う。その際，混乱を避けるた 

め，保護者（家庭）からの電話を控えてもらうよう依頼する。 

 

 ４ 学校外での活動中 

  ＜島外で大会に参加（市陸上記録会，綱引き大会）＞ 

  ・ 大会本部の指示に従い避難をする。 

 ・ 引率者は学校と連絡をとり，学校から保護者（家庭）へ長子連絡網で，状況の報告を行って 

もらう。その際，保護者（家庭）からの電話を控えてもらうよう依頼する。 

  ＜島外で修学旅行，宿泊学習中＞ 

  ・ 屋内避難の指示が出ているときにバスで移動中のときには，速やかに屋内避難対象区域から 

離れ，所在を学校へ報告する。県外にいるときには，その市町村災害対策本部の指示に従う。 

  ・ 屋外で活動中のときには，近くの建物に児童を避難させる。 

 ・ 引率者は学校と随時連絡をとり，学校から保護者（家庭）へ長子連絡網で，状況の報告を行 

ってもらう。その際，保護者（家庭）からの電話を控えてもらうよう依頼する。 

  ＜島内で遠足＞ 

  ・ 学校は，引率者に早急に連絡し，災害の発生を知らせる。 

  ・ 引率者は近くの安全な公共施設等に児童・園児を避難させ待機し，指示を待つ。 

・ 長子連絡網で，学校・園から保護者（家庭）へ状況の報告を行う。その際，混乱を避けるた 

め，保護者（家庭）からの電話を控えてもらうよう依頼する。 
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５ 休業日・勤務時間外 

  ・ 防災無線や広報車などの放送による市災害対策本部からの指示に従う。 

  ・ 校庭にいる児童・園児を教室に避難させ，人数等を把握し，管理職に報告する。 

  ・ 近隣にいる教職員で市町村と協力し，児童・園児の安全に努める。 

  ・ 保護者に学校へ避難させた児童・園児の所在を知らせる。 

  ・ 島外へ出ていた教職員は，所在を管理職に報告し，指示を仰ぐ。 

    （串木野新港および川内港は３０ｋｍ圏内であるので，無理に移動せず指示に従う。） 

   

 

 

 ※ 学校が避難所になった場合 

  ・ 市職員が派遣されるまで，教職員が主体的に運営する。 

  ・ 地域住民が学校へ避難しはじめたら，地域住民用の避難場所へ誘導する。 

  ・ 市職員が派遣されたら，教職員と役割分担を行い，避難所の管理運営に協力する。 

 

 

  

 島外避難になった場合 

 ・ 屋外にいる児童・園児を速やかに教室に入れ，避難準備を行う。 

 ・ 長子連絡網で保護者（家庭）へ学校の対応（避難・保護者迎えの依頼等）を連絡する。 

 ・ 担任は名簿で確認しながら，保護者へ子どもを引き渡し，速やかに下校させる。 

   （校庭を開放し，事務職員および主事は駐車場の整理にあたる。） 

 ・ 児童・園児全員の下校を確認後，ガス・電気の消灯・消火や戸締まりを確認し，教職員も 

  避難所へ移動する。 

 ・ 避難所へ到着後，市職員と協力し，児童・園児の安全に努める。 

 

 

 原子力災害における心のケア 

 １ 学級での児童・園児への対応 

  ・ その時点での事故の正確な情報や知識を伝える。 

    （東日本大震災で活用された資料等を参考にする。） 

  ・ 自然に話ができるような温かい雰囲気づくりに努める。 

  ・ 保護者が事故関係者であったり，出張中で離れていたりするなど，不安になりやすい児童・ 

園児の把握に努め，配慮する。 

  ・ 健康状態に注意しながら，心身の緊張をほぐすため，屋内でも運動や遊び，レクリエーショ 

ンを行う。 

 

 ２ 個別の児童・園児への対応 

  ・ 心のケアに関する質問票を活用して健康観察を十分に行い，不安・動揺が大きい児童・園児 

の発見に努めるとともに，場合によっては専門機関（カウンセラー等）に相談し，心のケアに 

努める。 

  

 ３ 保護者への対応 

  ・ 保護者へは，学校からのお知らせ等を活用し，正確な情報を伝えるようにし，風評に惑わさ 

れないようにする。 
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　　　　　　年　　　　　組　　　　　　番号　　　　　　　男・女　　　　　名前

ＮＯ 　　／　（　） 　　／　（　） 　　／　（　） 　　／　（　） 　　／　（　）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

11

12

13

14

15

16

17

18

21

22

注意点
＊教師による行動観察、もしくは児童生徒と話をしながらチェックしていくと良いでしょう。
＊このチェックリストだけを児童生徒に渡して、各自チェックさせることは避けてください。

健康
け ん こ う

チェックリスト

　　〈メモ〉子どもの様子で気づいたこと、話の内容など

　目
め

がかゆい

　皮膚
ひ ふ

がかゆい

　急
きゅう

にふさぎ込
こ

んでしまう

　いつもと様子
よ う す

が違
ちが

う（元気
げ ん き

がない、元気
げ ん き

が良
よ

すぎる等
とう

）

　ボ－ッとしている

　何
なん

となくからだがだるい

項　　目
こう　　　　　もく

　食欲
しょくよく

がない

　眠
ねむ

れないことがある

　おなかが痛
いた

くなることがある

文部科学省『子どもの心のケアのために』一部改変

　吐
は

き気
け

がすることがある

　なんとなく落
お

ち着
つ

かない

　尿
にょう

の回数
かいすう

が増
ふ

えた

　下痢
げ り

をしている

　食
た

べ過
す

ぎることがよくある

　イライラして攻撃的
こうげきてき

になる

　頭
あたま

が痛
いた

いことがある

　保健室
ほけんしつ

の利用
り よ う

が増
ふ

えた

　悩
なや

んでいることや困
こま

っていることがある

　便秘
べ ん ぴ

をしている

　歯
は

がしみる、もしくは痛
いた

い
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 ４月 ５月 ６月 ７月・８月 ９月 

 

  月 目 標 

 

 

 

 

 通学路を正しく歩

こう 

 安全に休み時間を

過ごそう 

 雨の日の過ごし方

を考えよう 

 夏休みを安全に

過ごそう 

 けがをしないよう

に気を付けて運動し

よう 

 

関連行事等 

○健康診断 

○家庭訪問 

○交通教室 

○避難行動確認訓練 

○体力・運動能力調査 

○修学旅行 

○避難訓練（地震・津

波） 

○地域安全点検 

○プール開き 

○学校保健委員会 

○校内水泳大会 ○運動会練習 

  

 

 

安 

 

 全 

 

 管 

 

 理 

 

 

対 

人 

管 

理 

○登下校の指導 

○通学路調査 

○家庭訪問中の下校 

後の指導 

○正しい歩行 

○自転車の乗り方 

○防火体制の確認 

○修学旅行の保健安 

全指導 

○施設の正しい使い 

 方 

○水泳事前指導 

○雨の日の遊び方 

○室内での過ごし方 

○雨の日の登下校 

○校区の安全点検 

○水泳時の安全指   

 導 

○夏休みの安全指 

 導 

○水難事故防止の 

指導 

○校外指導 

○運動会練習での安 

全管理 

○清掃指導 

○登下校における安 

全指導 

 

 

対 

物 

管 

理 

○日常の点検（教室,特別教室,運動場,施設など） 

○安全点検（毎月１日頃点検・補修） 

○清掃用具管理 

○机・椅子管理 

○教材備品管理 

○消火器，消火栓の 

設置点検 

○危険物処理 

○救急箱整理 

○非常持ち出し品の 

確認 

○水泳時の安全指導 

○通学路状況点検 

○校区内危険箇所の 

把握と対策 

○防災設備点検 

○教室の環境整備 

○プール管理 

○運動会での使用器 

具の安全確認 

○校区内危険箇所の 

把握と対策 

○校庭整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

安 

 

全 

 

教 

 

育 

体育 ○日常の教育（固定施設の使い方，運動場の安全確認，マット・跳び箱・ハードル等の機械器具の 

取り扱い，水泳指導など） 

社会・生活・ふ

る・コミュ 

 

○校内・校外での見学，調べ学習における安全指導 

理科 ○実験用具・器具･薬品などの安全管理・安全指導 

図工 ○写生時の安全 ○用具の活用における安全指導 ○造形遊びにおける安全指導 

家庭科 ○調理用具・裁縫用具の安全管理・安全指導 

道徳 生命尊重,思慮・反省,節度・節制,思いやり・親切,友情・信頼,助け合いを指導内容とする資料 

 

 

 

安 

全 

指 

導 

    夏休みの過ごし方

（全学年） 

 

 ○各委員会活動 ○児童代表委員会 ○児童集会 

 日常の指導（室内での過ごし方,廊下・階段歩行,遊び方など) 

○通学路の歩き方 ○廊下歩行 ○雨の日の過ごし方 ○校外での遊び ○運動会の安全 

組織活動 

（研修） 

○登校指導 

○要管理児童の安全 

面での確認 

○各種マニュアルの 

 確認 

 （職員研修） 

○集団下校訓練 ○学校保健委員会 ○ＰＴＡ愛校作業 

○水難救助法伝達 

講習会 

○職員研修 

○登校指導 

 

安全指導計画 

活
動 

学
級 

日
常
の
活
動 

活
動 

児
童
会 
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 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 乗り物の乗り降りに

気を付けよう 

 

 災害から身を守ろ

う 

 

 安全な冬の生活

をしよう 

 

 不審者から身を

守ろう 

 

 屋外で安全に気

を付けて遊ぼう 

 

 安全な生活ができる

ようにしよう 

○運動会 

○地域安全点検 

○交通教室 

○市陸上記録会 

○一日遠足 

○手打クリーン作戦 

○避難訓練（火災） 

○持久走大会練習 

○持久走大会 

 

○不審者対処避難 

訓練 

○学校保健委員会 

○なわとび大会 ○お別れ遠足 

○安全な生活指導 

○体育的行事・活動に 

おける安全指導 

 

○持久走練習での安 

全管理 

○校内持久走大会 

の安全対策 

○冬休みの安全指 

 導 

○校外指導 

○清掃指導 

○登下校時におけ 

る安全指導 

○外遊びでの安全 

指導 

○春休みの安全指導 

○安全生活のまとめ 

○校外指導 

○次年度の計画 

○お別れ遠足における 

安全指導 

○日常の点検（教室,特別教室,運動場,施設など）  

○安全点検（毎月１日頃点検・補修） 

○机・椅子管理 

○校区の安全点検 

○非常持ち出し品の 

確認 

○防火設備点検 

○暖房器具の取り 

扱い 

○防火設備点検 

○暖房器具の取り 

扱い 

○暖房器具の取り 

扱い 

○暖房器具の後始末 

○日常の教育（固定施設の使い方，運動場の安全確認，マット・跳び箱・ハードル等の器具の取り扱い，水泳指導など） 

○校内・校外での見学，調べ学習における安全指導  

○実験用具・器具･薬品などの安全管理・安全指導 

○写生時の安全指導  ○用具の活用における安全指導  ○造形遊びにおける安全指導 

○調理用具・裁縫用具の安全管理・安全指導 

○生命尊重，思慮・反省，節度・節制，思いやり・親切，友情・信頼，助け合いを指導内容とする資料 

  冬休みの過ごし方

（全学年） 

  春休みの過ごし方 

（全学年） 

○各委員会活動 ○児童代表委員会  ○児童集会 

日常の指導（室内での過ごし方,廊下・階段歩行,遊び方など） 

○運動時の安全 

○歩道の歩き方 

○放射線について 

○校庭での遊び ○交通ルール ○用具の使い方 ○寒いときの生 

活・遊びについ 

て 

○けがの原因 

○交通ルールと歩道の

歩き方 

○一日遠足での交通安

全指導 

○原子力災害に備えた

避難実働訓練 

 （通信訓練） 

 

○持久走大会練習に

おける交通安全指

導 

 

○持久走大会の交 

通安全指導 

 

○登校指導 

○学校保健委員会 

○通学路の安全確

認 

○安全点検の評価・反

省 
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緊急時引き渡しカード          薩摩川内市立手打小学校 

学年・名前      年  児童名            （男・女） 

住   所 

〒８９６―１６０ 

薩摩川内市下甑町 

保護者名 

 

 

 

 

本人との関係（   ） 

自宅電話  

自宅以外の電話 

名称等 

 

（         ） 

携帯電話  

本校在学 

兄弟等 

  年  氏名   年  氏名 

  年  氏名   年  氏名 

緊急時の引受人（学校に迎えに来る人・保護者以外の人も含む） 

順 引受人氏名 
本人と

の関係 

電話番号 

（携帯等，緊急時に連絡がつく番号） 

電話連絡以外の連絡方法 

（携帯メールアドレス等） 

１ 
    

 

２ 

    

 

３ 

    

 

４ 

    

 

５ 
    

 

 

■以後は，緊急引き渡し時に，関係者が記入します。 

引 受 人 引き渡した時間 引き渡した職員 

 
 月  日   時   分 

 

児童・保護者 

の今後の動き 

（今後の避難先や連絡先など） 

 
 

 □ 今後の学校の対応や連絡先等を示した文書等を渡します。    

 

 

保護者等への引き渡しカード様式 

（引受人署名） 
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機  関  名 
電話番号 

FAX 番号 
所  在  地 

薩摩川内市教育委員会 
０９９６－２３－５１１１ 

０９９６－２１－１２８５ 
薩摩川内市神田町3 番22 号 

薩摩川内市教育委員会 

下甑教育課 

０９９６９－７－０３１１ 

０９９６９－７－０７５４ 
薩摩川内市下甑町手打８１９番地 

薩摩川内市警察署 

手打駐在所 
０９９６９－７－０００４ 薩摩川内市下甑町手打７６９番地２ 

薩摩川内市消防局 

中央消防署下甑分駐所 
０９９６９－５－１０５７ 薩摩川内市下甑町長浜１０１番地 

薩摩川内市立 

下甑手打診療所 
０９９６９－７－００３１ 薩摩川内市下甑町手打９５６番地 

薩摩川内市手打地区 

コミュニティセンター 
０９９６９－７－０９２８ 薩摩川内市下甑町手打１０３５番地 

薩摩川内市子岳地区 

コミュニティセンター 
０９９６９－７－０３１７ 薩摩川内市下甑町片野浦３９０番地１ 

薩摩川内市立海陽中学校 
０９９６９－７－０１０９ 

０９９６９－７－０１２５ 
薩摩川内市下甑町手打１４７２番地 

薩摩川内市立長浜小学校 
０９９６９－５－００５１ 

０９９６９－５－００５０ 
薩摩川内市下甑町長浜６６０番地 

薩摩川内市立鹿島小学校 

・かのこ幼稚園鹿島分園 

０９９６９－４－２００４ 

０９９６９－４－２０１２ 
薩摩川内市下甑町藺牟田１５０１番地 

薩摩川内市立海星中学校 
０９９６９－５－００５４ 

０９９６９－５－０３２１ 
薩摩川内市下甑町青瀬１０３４番地１ 

薩摩川内市立 

かのこ幼稚園 

０９９６９－６－２７６７ 

０９９６９－５－０１３３ 
薩摩川内市下甑町青瀬３８２番地 

 

 

  

機  関  名 電 話 番 号 所  在  地 

手 

 

打 

住民生活センター ０９９６９－７－０３７４ 薩摩川内市下甑町手打５０９番地 

薩摩川内市立手打小学校 ０９９６９－７－００２４ 薩摩川内市下甑町手打１０１０番地 

薩摩川内市手打地区 

コミュニティセンター 
０９９６９－７－０９２８ 薩摩川内市下甑町手打１０３５番地１ 

へき地保健福祉館 ０９９６９－７－０３１１ 薩摩川内市下甑町手打１８９１番地 

子 

 

岳 

旧子岳小学校  薩摩川内市下甑町片野浦１０３番地 

薩摩川内市子岳地区 

コミュニティセンター 
０９９６９－７－０３１７ 薩摩川内市下甑町片野浦３９１番地 

片野浦地区緊急避難施設  薩摩川内市下甑町片野浦４５４番地１ 

 

緊急時の連絡先一覧 

校区の自治会避難先一覧 


